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特集

　

２
０
１
４
「
戦
争
も
核
兵
器
も
な

い
平
和
な
世
界
を
」
と
願
う
市
民
の

集
い
が
、さ
る
５
月
23
日
（
金
）
に
、

広
島
市
中
区
広
島
市
ま
ち
づ
く
り

市
民
交
流
プ
ラ
ザ
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
広
島
県
原
爆
被
害
者
団
体
協
議

会
、
広
島
県
原
爆
被
害
者
団
体
協
議

会
、
広
島
県
地
域
女
性
団
体
連
絡
協

議
会
、
広
島　
　

 　
　

、
広
島
県

青
年
連
合
会
、
広
島
県
生
活
協
同
組

合
連
合
会
の
市
民
６
団
体
が
主
催
す

る
市
民
の
集
い
は
、
広
島
県
内
17
自

治
体
（
９
市
８
町
）
職
員
の
皆
さ
ん
、

生
協
ひ
ろ
し
ま
な
ど
県
内
の
生
協
の

組
合
員
役
職
員
、
今
年
初
め
て
参
加

し
た
全
国
８
府
県
の
生
協
組
合
員
役

職
員
、
合
計
１
６
０
人
が
参
加
。
報

道
各
社
も
大
勢
取
材
に
駆
け
つ
け
、

会
場
は
独
特
の
雰
囲
気
と
熱
気
に
包

ま
れ
ま
し
た
。

　

市
民
の
集
い
は
、
主
催
者
代
表
広

島
県
生
協
連
岡
村
会
長
理
事
の
挨
拶

に
始
ま
り
、
続
い
て
広
島
県
湯
﨑
知

事
の
挨
拶
代
読
、
来
賓
の
日
本
生
活

協
同
組
合
連
合
会
和
田
専
務
理
事
の

言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。

　

次
に
（
公
財
）
広
島
平
和
文
化
セ

ン
タ
ー
湯
浅
常
務
理
事
・
広
島
県

地
域
政
策
局
平
和
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
・
チ
ー
ム
中
島
担
当
課
長
の
情
勢

報
告
、
広
島
県
生
活
協
同
組
合
連
合

会
川
本
理
事
の
活
動
報
告
が
な
さ
れ

ま
し
た
。

市
民
の
集
い

戦
争
も

核
兵
器
も
な
い

平
和
な

世
界
を
―

心
か
ら
願
う

ヒ
ロ
シ
マ
の
思
い

核
兵
器
廃
絶
へ

市
民
の
集
い

来賓を代表して言葉を述べる日本生活協同組合連合会和田専務理事 開会の挨拶をする広島県生協連岡村会長理事湯﨑広島県知事の言葉を代読する広島県地域政策局村上国際部長

「戦争も核兵器もない平和な世界を」生協ひろしま虹のコーラスによる合唱で幕開けされました

Y
M
C
A

司会進行の上田久子さん
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特集：市民の集い

「情勢・活動報告」：市民の集い

　

人
類
最
初
の
核
兵
器
に
よ
る
惨
禍

を
被
っ
た
ヒ
ロ
シ
マ
。
市
民
６
団
体

は
、
こ
の
ヒ
ロ
シ
マ
に
あ
っ
て
今
日

の
世
界
情
勢
を
憂
え
、「
戦
争
も
核

兵
器
も
な
い
平
和
な
世
界
を
」
と
い

う
思
い
を
込
め
て
、
こ
の
市
民
の
集

い
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

市
民
の
集
い
実
行
委
員
会
は
、
被

爆
の
証
言
に
先
立
っ
て
、
ま
ず
そ
の

活
動
と
現
況
を
報
告
し
ま
し
た
。

　

現
在
の
情
勢
報
告
を
広
島
平
和
文

化
セ
ン
タ
ー
湯
浅
敏
郎
常
務
理
事

は
、「
２
０
１
５
年　
　
　

   

再
検

討
会
議
に
向
け
て
」
と
題
し
て
、
世

界
の
核
兵
器
の
状
況
と　
　
　
（
核

不
拡
散
条
約
）
に
つ
い
て
最
初
に
説

明
。
続
い
て
、
湯
浅
氏
は
、
核
軍
縮

職
員
、
合
計
１
６
０
人
が
参
加
。
報

道
各
社
も
大
勢
取
材
に
駆
け
つ
け
、

会
場
は
独
特
の
雰
囲
気
と
熱
気
に
包

ま
れ
ま
し
た
。

　

市
民
の
集
い
は
、
主
催
者
代
表
広

島
県
生
協
連
岡
村
会
長
理
事
の
挨
拶

に
始
ま
り
、
続
い
て
広
島
県
湯
﨑
知

事
の
挨
拶
代
読
、
来
賓
の
日
本
生
活

協
同
組
合
連
合
会
和
田
専
務
理
事
の

言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。

　

次
に
（
公
財
）
広
島
平
和
文
化
セ

ン
タ
ー
湯
浅
常
務
理
事
・
広
島
県

地
域
政
策
局
平
和
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
・
チ
ー
ム
中
島
担
当
課
長
の
情
勢

報
告
、
広
島
県
生
活
協
同
組
合
連
合

会
川
本
理
事
の
活
動
報
告
が
な
さ
れ

ま
し
た
。

　

報
告
の
最
後
は
、「
２
０
１
３
年

度
平
和
活
動
の
振
り
返
り
」
と
題
し

て
、
広
島
県
生
協
連
川
本
信
枝
理
事

が
発
表
し
ま
し
た
。

　

川
本
理
事
は
、
前
年
度
の
市
民
の

集
い
の
報
告
、
市
民
平
和
行
進
、
そ

し
て
実
行
委
員
会
市
民
６
団
体
の

平
和
の
取
組
を
映
像
を
ま
じ
え
て

紹
介
。
続
い
て
、
８
月
６
日
の
前
日

の
ピ
ー
ス
ア
ク
シ
ョ
ン
in
ヒ
ロ
シ

マ
虹
の
ひ
ろ
ば
で
、
書
道
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
が
好
評
を
博
し
た
こ
と
、
ま

た
、「
子
ど
も
碑
め
ぐ
り
ガ
イ
ド
」

が
大
き
な
話
題
を
呼
ん
だ
こ
と
を

述
べ
ま
し
た
。
ま
た
、
平
和
ミ
ニ
コ

ン
サ
ー
ト
、
折
り
鶴
企
画
、
ピ
ー
ス

ナ
イ
タ
ー
な
ど
が
成
功
裏
に
終
っ

た
こ
と
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

会場奥に展示された核兵器に関する記事や写真 大勢の報道陣が詰めかけた会場風景

熱心に取材撮影をする報道各社

１年間の活動報告をする広島県生活協同組合連合会川本信枝理事

情勢報告をする広島県中島充人担当課長

情勢報告をする広島平和文化センター湯浅敏郎常務理事

の
為
に
は
ど
う
し
た
ら
良
い
か
と
い

う
こ
と
を
７
つ
の
項
目
を
あ
げ
て
説

明
し
ま
し
た
。
最
後
に
、
平
和
首
長

会
議
が
掲
げ
る
２
０
２
０
年
ビ
ジ
ョ

ン
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
、
核
兵
器

廃
絶
に
向
け
て
の
具
体
策
で
締
め
く

く
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
「
国
際
平
和
拠
点
ひ
ろ
し

ま
構
想
の
取
組
」
と
題
し
て
、
広
島

県
地
域
政
策
局
平
和
推
進
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
・
チ
ー
ム
中
島
担
当
課
長
に
よ

る
情
勢
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

中
島
課
長
は
、
５
つ
の
構
想
内
容

を
紹
介
し
な
が
ら
、
ひ
ろ
し
ま
の
２

つ
の
シ
ン
ボ
ル
性
、
広
島
の
平
和
構

築
資
源
を
強
調
し
、
オ
ー
ル
ひ
ろ
し

ま
で
平
和
へ
の
取
組
が
必
要
だ
と
強

調
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
最
終
的
に

は
、
平
和
の
構
築
は
安
定
し
た
社
会

づ
く
り
が
重
要
で
あ
り
、
広
島
県
と

広
島
市
の
連
携
が
も
っ
と
も
重
要
事

項
だ
と
い
う
こ
と
を
力
説
し
ま
し

た
。

活
動

報
告

情
勢
報
告

情勢報告・活動報告の会場風景

N
P
T

N
P
T
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特集：市民の集い

「被爆の証言」：市民の集い

　

１
９
７
７
年
に
市
民
６
団
体
の
連

帯
が
始
ま
り
、
今
年
で
４
回
目
を
迎

え
る
市
民
の
集
い
。
こ
の
集
い
の
趣

旨
は
、
日
常
の
暮
ら
し
の
中
か
ら
平

和
を
考
え
行
動
し
、
様
々
な
団
体
が

思
想
信
条
の
違
い
を
超
え
連
帯
し
、

「
戦
争
も
核
兵
器
も
な
い
平
和
な
世

界
」
を
実
現
す
る
こ
と
で
す
。

　

第
４
回
を
数
え
る
今
回
の
市
民
の

集
い
は
、
13
名
の
被
爆
の
証
言
者
を

迎
え
、
そ
の
体
験
談
を
お
聴
き
し
ま

し
た
。

　
「
被
爆
の
体
験
を
聴
く
」
と
い
っ

て
も
、
そ
の
あ
ま
り
に
も
悲
惨
な
実

態
に
多
く
の
被
爆
者
は
こ
れ
ま
で
そ

の
口
を
閉
ざ
し
て
き
ま
し
た
。
こ
こ

に
出
席
さ
れ
た
13
名
の
被
爆
の
証
言

者
は
、
心
か
ら
世
界
平
和
を
願
う
人

た
ち
で
す
。

　

13
の
テ
ー
ブ
ル
に
分
か
れ
た
被
爆

の
証
言
者
を
、
６
団
体
関
係
者
（
10

名
前
後
）
が
同
席
し
、
証
言
を
お
聴

き
し
ま
し
た
。

　

あ
る
人
は
、
自
分
が
体
験
し
た
原

爆
の
光
と
音
の
凄
ま
じ
さ
を
言
葉
に

よ
っ
て
表
現
さ
れ
ま
す
。
そ
し
て
、

一
つ
の
ク
ラ
ス
の
中
で
、
自
分
だ
け

が
助
か
っ
た
と
い
う
辛
い
思
い
を
口

に
さ
れ
ま
す
。

　

別
の
証
言
者
は
、
広
島
市
の
当
時

の
地
図
と
爆
心
地
か
ら
の
熱
線
と
放

こ
の
恐
怖
と
苦
し
み
は
体
験
し
た
者
に
し
か
…

被爆の証言をする吉岡幸雄さん 被爆の証言をする坪井直さん

被爆の証言をする箕牧智之さん被爆の証言をする大越和郎さん

被爆の証言をする平野貞男さん被爆の証言をする川崎巳代治さん
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特集：市民の集い

「被爆の証言」：市民の集い

核
兵
器
の
恐
ろ
し
さ
を
語
り
続
け
て
…

被爆の証言をする森田節子さん被爆の証言をする矢野美耶子さん

被爆の証言をする山本明子さん被爆の証言をする佐久間邦彦さん

被爆の証言をする伊藤佐津子さん被爆の証言をする高東征二さん

被爆の証言をする高品健二さんのテーブル

射
能
の
影
響
範
囲
を
示
し
た
地
図
を

示
し
な
が
ら
、
核
兵
器
の
威
力
と
残

忍
さ
を
語
り
ま
す
。
ま
た
、
広
島
、

長
崎
の
原
爆
投
下
後
、
東
西
冷
戦
時

の
ア
メ
リ
カ
と
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
の
原

水
爆
実
験
の
回
数
、
そ
し
て
放
射
能

汚
染
に
つ
い
て
も
そ
の
危
険
性
を
訴

え
ら
れ
ま
し
た
。

　

原
爆
投
下
の
日
の
朝
、「
行
っ
て

き
ま
す
」
と
家
を
出
た
家
族
が
二
度

と
帰
っ
て
来
な
か
っ
た
悲
し
み
、
ま

た
、
一
家
の
中
で
自
分
だ
け
が
生
き

残
っ
た
と
い
う
過
酷
さ
と
そ
の
後
の

人
生
。
原
爆
は
人
間
の
そ
の
後
の
人

生
を
も
奪
う
恐
ろ
し
い
“
絶
対
悪
”

だ
と
い
う
証
言
者
の
言
葉
に
、
同
席

者
の
顔
が
重
く
沈
み
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー
ブ
ル
で
語
ら
れ

る
13
人
の
被
爆
の
証
言
者
の
言
葉

は
、平
和
を
願
う
心
の
現
れ
と
し
て
、

同
席
し
た
者
の
心
を
強
く
打
ち
、
平

和
へ
の
誓
い
を
新
た
に
し
ま
し
た
。



２０１４「戦争も核兵器もない平和な世界を」市民の集い　アピール２０１４「戦争も核兵器もない平和な世界を」市民の集い　アピール
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特集：市民の集い

実行委員会構成市民６団体アピール

　

１
９
４
５
年
（
昭
和
20
年
）
８
月
６
日
午
前
８
時
15
分

　

そ
の
日
は
、
い
つ
も
と
変
わ
ら
な
い
夏
の
ぎ
ら
ぎ
ら
と
し
た
朝
で
し
た
。
突
然
の
閃
光

は
、一
瞬
に
し
て
普
段
の
暮
ら
し
、そ
し
て
か
け
が
え
の
な
い
家
族
や
友
人
を
奪
い
ま
し
た
。

当
時
、「
何
が
起
こ
っ
た
かj 

多
く
の
人
は
知
る
こ
と
も
な
く
、尊
い
命
が
失
わ
れ
た
の
で
す
。

生
き
残
っ
た
被
爆
者
の
皆
さ
ん
は
、
そ
の
戦
懐
と
悲
惨
さ
を
再
び
繰
り
返
し
て
は
な
ら
な

い
と
、
核
兵
器
廃
絶
に
向
け
た
心
の
底
か
ら
の
願
い
を
自
ら
の
体
験
を
通
じ
て
発
信
さ
れ

て
い
ま
す
。
被
爆
者
の
平
均
年
齢
は
78 

歳
を
超
え
ま
し
た
。
し
か
し
残
念
な
こ
と
に
、
未

だ
地
球
上
に
１
万
７
０
０
０ 

発
以
上
の
核
兵
器
が
存
在
し
、
広
島
型
原
子
爆
弾
の
一
千
倍

と
も
言
わ
れ
る
威
力
を
持
っ
た
も
の
も
あ
り
ま
す
。
一
瞬
に
し
て
地
球
を
廃
嘘
に
す
る
兵

器
と
私
た
ち
は
隣
り
合
わ
せ
に
暮
ら
し
て
い
る
の
で
す
。

　

核
兵
器
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
を
使
用
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
た
「
核
」
の
緊
張
感
が
持
続

し
ま
す
。
抑
止
力
論
は
、
脅
威
と
脅
し
の
連
鎖
の
中
で
し
の
ぎ
合
う
も
の
で
す
。
米
ソ
の

冷
戦
時
代
に
は
、
２
０
０
０
回
以
上
の
核
実
験
と
20
回
を
超
え
る
核
使
用
の
危
機
が
あ
り

ま
し
た
。
核
保
有
国
が
あ
る
限
り
、
そ
の
危
険
に
際
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
う
し
た
中
、
日
本
政
府
は
、
昨
年
10
月
の
国
連
総
会
第
１
委
員
会
で
、「
核
兵
器
の
非

人
道
性
と
不
使
用
を
訴
え
る
共
同
声
明
」
に
署
名
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
「
意
義
あ
る
第
一

歩
」
で
あ
り
、NPDI

（
軍
縮
・
不
拡
散
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
）
外
相
会
合
が
、
今
年
４
月
被

爆
地
広
島
で
開
催
さ
れ
た
こ
と
も
、核
兵
器
廃
絶
に
向
け
て
意
義
あ
る
こ
と
で
し
た
。
ま
た
、

先
日
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
開
催
さ
れ
た
２
０
１
５
年　
　
　
（
核
不
拡
散
条
約
）
再
検
討
会
議

第
３
回
準
備
委
員
会
に
、
被
爆
地
の
想
い
を
胸
に
湯
﨑
広
島
県
知
事
と
松
井
広
島
市
長
が

そ
ろ
っ
て
出
席
し
た
こ
と
は
、
多
く
の
人
の
核
兵
器
廃
絶
へ
の
共
鳴
に
繋
が
り
ま
し
た
。

　

２
０
１
５
年
春
に
は
、
５
年
に
１
回
の　
　
　

再
検
討
会
議
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
国
連

本
部
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
そ
の
時
、
被
爆
者
の
皆
さ
ん
は
、
老
い
た
身
体
と
向
き
合
い
な

が
ら
、
勇
気
を
も
っ
て
渡
航
さ
れ
、
世
界
に
向
け
て
核
兵
器
廃
絶
と
次
世
代
へ
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
伝
え
ら
れ
ま
す
。
私
た
ち
は
被
爆
者
の
皆
さ
ん
を
サ
ポ
ー
ト
し
、
平
和
都
市
広
島
の

心
を
世
界
に
広
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
、
核
兵
器
は
「
絶
対
悪
」
で
あ
り
、
私
た
ち
の
世
代
に
お
い
て
核
の
時
代
を
終

罵
さ
せ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
は
、
人
間
の
尊
厳
を
土
台
に
、
多
様
な
団

体
や
市
民
が
、
思
想
信
条
の
違
い
を
超
え
、
異
な
る
考
え
方
を
認
め
合
い
、
力
を
寄
せ
合

う
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

市
民
に
よ
る
「
戦
争
も
核
兵
器
も
な
い
平
和
な
世
界
」
の
実
現
に
向
け
て
、
世
論
形
成

を
広
げ
て
い
く
た
め
に
、
私
た
ち
６
団
体
は
以
下
の
こ
と
を
決
議
し
ま
す
。

１
．
私
た
ち
は
、２
０
１
５
年　
　
　

  

再
検
討
会
議
の
成
功
に
向
け
、市
民
の
力
を
結
集
し
、

核
兵
器
廃
絶
や
武
力
紛
争
を
阻
止
す
る
た
め
、
大
き
な
世
論
を
形
成
す
る
平
和
運
動
を
推

進
し
ま
す
。

１
．
私
た
ち
は
、
平
和
首
長
会
議
が
提
唱
す
る
「
２
０
２
０
年
ま
で
の
核
兵
器
廃
絶
」
を

目
指
し
て
、「
核
兵
器
禁
止
条
約
」
の
交
渉
開
始
等
を
求
め
る
署
名
を
推
進
し
ま
す
。

２
０
１
４
年
５
月
23
日

「
戦
争
も
核
兵
器
も
な
い
平
和
な
世
界
を
」
市
民
の
集
い　

実
行
委
員
会
構
成
市
民
６
団
体

市民の集い会場

アピールを読み上げる実行委員上田順子さん会場風景閉会挨拶をする広島 YMCA 中奥岳生事務局次長

N
P
T

N
P
T

N
P
T
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特集：市民の集い

広島平和文化センター平和活動交流

　

午
前
中
の
市
民
の
集
い
に
引
き
続

い
て
、
午
後
か
ら
は
平
和
文
化
セ
ン

タ
ー
研
修
室
に
お
い
て
、
市
民
の
集

い
に
参
加
し
た
全
国
生
協
関
係
者
の

交
流
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

平
和
公
園
内
の
一
角
を
占
め
る
広

島
国
際
会
議
場
３
階
の
研
修
室
に

集
っ
た
24
名
の
参
加
者
。
会
議
進
行

役
広
島
県
生
協
連
高
田
専
務
理
事
の

リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
言
葉
に
、
当
初
の

緊
張
を
和
ら
げ
ま
し
た
。

　

交
流
会
は
、「
ざ
っ
く
ば
ら
ん

に
！
」
の
合
い
言
葉
の
も
と
、
日
本

生
活
協
同
組
合
連
合
会
和
田
専
務
理

事
の
挨
拶
に
続
い
て
、
広
島
平
和
文

化
セ
ン
タ
ー
湯
浅
常
務
理
事
に
よ
る

「
平
和
・
核
兵
器
に
関
す
る
情
勢
報

告
」
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
こ
れ
ま
で
の
経
過
に
基

づ
い
て
、
各
生
協
代
表
は
互
い
に
感

想
、
意
見
、
質
問
を
交
わ
し
ま
し
た
。

　

交
流
会
を
終
え
た
愛
媛
、
大
阪
、

長
崎
，
岡
山
、
広
島
の
生
協
関
係
者

は
、「
百
聞
は
一
見
に
如
か
ず
」
の

言
葉
通
り
、
広
島
原
爆
資
料
館
の
見

学
の
為
に
足
を
運
び
ま
し
た
。

　

原
爆
資
料
館
東
棟
の
ロ
ビ
ー
で
記

念
館
の
増
田
典
之
副
館
長
か
ら
館
の

概
略
の
説
明
を
受
け
、
一
行
は
音
声

ガ
イ
ド
の
案
内
で
、
思
い
思
い
に
資

料
館
を
見
学
、
核
兵
器
の
悲
惨
さ
を

改
め
て
知
ら
さ
れ
た
よ
う
で
す
。

交流会の進行役広島県生協連高田公喜専務理事 自己紹介する岡山コープ山室誠統括と各生協平和交流参加者

平
和
活
動
交
流

報告する湯浅敏郎広島平和文化センター常務理事

日本生活協同組合連合会和田寿昭専務理事 自己紹介するララコープ水町初江会長愛媛県生協連本銅貴重専務理事（右） 感謝の言葉を述べる広島県生協連岡村信秀会長理事

意見を述べる生協ひろしま林辰也理事長 交流会会場風景 交流会参加者

平
和

交
流

広島原爆資料館見学の前に増田典之副館長から説明を受ける平和活動交流参加者
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会員だより

事業改革に挑戦：竹原生協

　

竹
原
生
協
は
職
域
生
協
か
ら
地
域

生
協
へ
と
発
展
し
50
年
に
な
り
ま

す
。
こ
の
半
世
紀
の
間
組
合
員
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
に
向
け
、
様
々
な
事
業

を
行
い
、
現
在
は
４
事
業
（
宅
配
・

店
舗
・
燃
料
・
共
済
）
を
中
心
に
展

開
し
て
お
り
ま
す
。

　

宅
配
を
は
じ
め
と
し
た
各
事
業

は
、
日
本
経
済
の
高
度
成
長
と
併
せ

供
給
高
が
右
肩
上
が
り
で
し
た
が
、

バ
ブ
ル
崩
壊
後
、
宅
配
・
店
舗
部
門

は
利
用
組
合
員
の
減
少
に
よ
り
厳

し
い
運
営
を
強
い
ら
れ
て
き
て
い
ま

す
。
宅
配
は
週
１
回
の
無
料
配
達
を

経
て
、
今
日
ま
で
に
全
国
で
唯
一
の

週
２
回
・
配
達
料
無
料
の
宅
配
を
続

け
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
度
、
事
業

継
続
の
た
め
厳
し
い
判
断
と
な
り
ま

す
が
、
手
数
料
の
徴
収
を
７
月
分
か

ら
行
い
ま
す
。
ま
た
新
規
事
業
と
し

て
約
３
年
半
前
よ
り
開
始
し
た
夕
食

宅
配
は
１
日
60
～
65
食
と
大
き
な
変

動
も
な
く
推
移
し
て
い
ま
す
。

店
舗
も
頑
張
っ
て
ま
す

　

店
舗
は
当
初
新
規
出
店
も
含
め
６

店
舗
あ
り
ま
し
た
が
、
現
在
２
店
舗

へ
と
縮
小
し
、
他
店
と
の
競
合
も
あ

り
事
業
継
続
が
厳
し
さ
を
増
し
て
い

ま
す
。
そ
の
中
で
ど
う
す
れ
ば
事
業

継
続
で
き
る
の
か
、
判
断
が
難
し
い

所
で
す
が
、
今
期
は
惣
菜
部
門
を
中

心
と
し
た
事
業
拡
大
を
計
画
し
て
い

ま
す
。
燃
料
部
門
は
こ
の
間
の
厳
し

い
経
営
に
お
い
て
生
協
運
営
に
大
き

な
ウ
エ
イ
ト
を
占
め
る
に
至
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
組
合
員
の
安
心
・
安
全

の
確
保
に
向
け
、LP

ガ
ス
の
集
中

監
視
シ
ス
テ
ム
を
経
済
産
業
省
の
補

助
事
業
を
活
用
し
て
平
成
24
年
度
に

実
施
し
ま
し
た
。
共
済
事
業
も
組
合

員
に
安
心
な
生
活
を
送
っ
て
い
た
だ

く
た
め
、
全
部
門
で
の
取
り
組
み
を

継
続
し
て
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

現
在
、
竹
原
市
で
は
全
国
的
な
傾

向
に
歩
を
合
わ
せ
る
よ
う
に
緩
や
か

な
人
口
減
が
進
ん
で
い
ま
す
。
世
代

構
成
も
高
齢
化
が
進
み
、
一
人
暮
ら

し
・
後
期
高
齢
者
世
帯
の
増
加
が
進

ん
で
お
り
、
地
域
の
消
費
動
向
に
大

き
く
影
響
を
与
え
て
お
り
ま
す
。

絆
を
取
り
戻
そ
う
！

　

更
に
半
世
紀
の
時
の
流
れ
は
、
消

費
動
向
・
生
活
環
境
の
変
化
の
中
、

生
協
が
設
立
さ
れ
た
本
来
の
趣
旨
と

乖
離
し
、
協
同
組
合
と
い
う
組
織
の

絆
か
ら
自
己
解
決
へ
と
変
わ
り
つ
つ

あ
り
ま
す
。
し
か
し
東
日
本
大
震
災

以
降
は
、
そ
の
絆
を
取
り
戻
そ
う
と

い
っ
た
世
論
へ
と
傾
き
始
め
、
ま
さ

に
生
協
の
原
点
を
見
つ
め
直
す
べ
き

情
勢
と
言
え
ま
す
。
生
協
運
営
の
基

盤
は
組
合
員
で
あ
り
、
ま
た
消
費
者

と
な
る
方
々
で
す
。
組
合
員
の
ニ
ー

ズ
に
ど
う
応
え
、
ど
う
対
応
す
る

か
。
多
様
化
す
る
社
会
の
中
で
、
角

度
を
変
え
る
事
業
展
開
を
ど
う
進
め

る
か
。『
み
ん
な
で
考
え
、
み
ん
な

で
や
ろ
う
！
』
を
合
言
葉
と
し
て
頑

張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

みんなで考え、みんなでやろう！

50 周年をみんなで祝いました。（左）そうめん流しで子どもも大喜び（右）

竹原生活協同組合理事長

武田　孝治

農業体験ツアー 灯油車も活躍中 宅配センター

誕
生
50
周
年
！
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会員だより

日常を見つめて…：高校生協

し
、
事
業
部
を
設
置
し
、
そ
れ
ま
で

の
厚
生
部
の
事
業
を
受
け
継
ぎ
ま
し

た
。

　

ま
た
、
１
９
５
５
年
に
は
教
職
員

に
生
活
必
需
品
を
廉
価
で
購
入
で
き

る
よ
う
指
定
店
供
給
を
開
始
し
ま
し

た
。

　

１
９
５
７
年
１
月
に
広
島
県
高
校

生
協
の
設
立
が
広
島
県
か
ら
認
可
さ

れ
、
広
高
教
組
事
業
部
時
代
に
も
ま

し
て
組
合
員
に
、
カ
タ
ロ
グ
供
給
を

含
め
生
活
用
品
の
供
給
を
拡
大
す
る

と
と
も
に
、
生
命
保
険
・
損
害
保
険

の
団
体
引
去
り
を
実
施
し
、
組
合
員

の
い
の
ち
と
く
ら
し
を
守
り
向
上
さ

せ
る
取
り
組
み
を
拡
充
し
て
い
き
ま

し
た
。

　

１
９
５
８
年
に
は
広
島
県
生
活
協

同
組
合
連
合
会
及
び
日
本
生
活
協
同

組
合
連
合
会
に
加
入
し
、
翌
年
か
ら

自
主
供
給
活
動
を
重
点
に
す
え
て
巡

回
供
給
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

広
島
県
高
校
生
協
は
、
以
降
、
学

校
教
育
用
品
の
販
売
と
と
も
に
組
合

員
及
び
そ
の
家
族
の
い
の
ち
と
く
ら

し
を
守
り
、
向
上
さ
せ
る
取
り
組
み

を
追
求
し
て
き
ま
し
た
。

　

２
０
１
３
年
度
末
の
組
合
員
の
状

　

敗
戦
直
後
の
厳
し
い
イ
ン
フ
レ
の

な
か
で
教
職
員
は
じ
め
す
べ
て
の
公

務
員
に
は
、
自
分
と
家
族
の
生
活
を

維
持
で
き
る
だ
け
の
賃
金
は
支
払
わ

れ
ず
、
主
食
を
は
じ
め
す
べ
て
の
生

活
必
需
品
は
「
闇
」
で
し
か
手
に
入

ら
な
か
っ
た
時
代
で
し
た
。

　

本
人
は
も
ち
ろ
ん
、
家
族
の
中
に

一
人
で
も
病
人
が
出
れ
ば
、
そ
の
家

族
は
破
滅
状
態
に
陥
る
こ
と
は
火
を

見
る
よ
り
も
明
ら
か
で
し
た
。

　

こ
う
し
た
厳
し
い
状
況
の
中
で
、

生
活
を
維
持
す
る
頼
み
の
綱
は
健
康

保
険
制
度
で
し
た
。

　

公
立
学
校
共
済
組
合
は
こ
う
し
た

状
況
下
で
発
足
し
ま
し
た
。し
か
し
、

当
初
の
家
族
療
養
費
の
給
付
は
50
％

で
あ
り
、
残
り
は
組
合
員
が
負
担
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の

負
担
軽
減
の
た
め
に
教
育
職
員
互
助

組
合
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
い
ず
れ

も
生
活
を
守
る
た
め
の
強
い
要
望
を

実
現
し
た
も
の
で
し
た
。

　

こ
う
し
た
動
き
の
な
か
で
、
職
員

組
合
は
厚
生
部
を
設
置
し
、
学
校
現

場
に
お
い
て
欠
乏
・
不
足
す
る
物
資

を
、
学
校
で
使
う
用
紙
や
副
読
本
の

供
給
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

１
９
５
３
年
に
広
高
教
組
が
誕
生

況
は
現
職
組
合
員
５
０
７
１
人
、
継

続
（
退
職
）
組
合
員
９
８
８
人
、
合

計
６
０
５
９
人
、
現
職
者
の
81
％
が

組
合
員
で
す
。

　

現
状
は
、
総
組
合
員
数
と
現
職
組

合
員
数
は
減
り
続
け
、
継
続
組
合
員

数
は
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

物
資
が
溢
れ
、
ネ
ッ
ト
通
販
等
の

拡
大
な
ど
自
主
供
給
を
め
ぐ
る
環
境

や
教
職
員
の
給
与
水
準
の
変
化
等
の

中
で
、
学
校
生
活
協
同
組
合
が
果
た

し
て
き
た
役
割
、
こ
れ
か
ら
の
活
動

が
め
ざ
す
も
の
を
明
確
に
し
、
自
助

努
力
を
補
強
す
る
も
の
と
し
て
共
助

の
輪
の
拡
大
充
実
を
図
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
ず
私
た
ち
自
身
が
日
常
行
っ
て
い

る
生
協
の
活
動
に
自
信
と
誇
り
を
持

て
る
よ
う
学
習
、振
り
返
り
を
行
い
、

そ
の
活
動
を
生
協
へ
の
新
規
加
入
の

取
り
組
み
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が

必
要
で
す
。

　

数
は
力
で
す
。

学
校
生
協
の
役
割
に
つ
い
て
…

広島県高等学校生協専務理事

高橋　幸博
戦
後
の
混
乱
期
、
相
互
扶
助
の

精
神
が
芽
ば
え
た

八
割
を
超
え
る
生
協
加
入
率
。

そ
の
力
を
結
集
し
た
い
！

展示会

総代会

商品活動
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事務局だより

広島県生協連及び会員生協では、平和こそが豊かな暮らしと生協運動の発展の基と確信して、「平和とよりよき生活のために」
を理念に、平和の取り組みを続けています。8 月 6 日を前に、今年の夏もいろんな平和の取り組みが行われます。
今回の会報の特集で紹介しました『2014「戦争も核兵器もない平和な世界を」市民の集い』を 5 月に開催し、

７月に入ると 2014 市民平和行進、8 月はピースアクション in ヒロシマを開催します。
今年は、来年の 2015 年ＮＰＴ（核不拡散条約）再検討会議の成功に向け、市民の力を結集し、

核兵器廃絶や武力紛争を阻止するため、大きな世論を形成する重要な年です。
核兵器禁止条約の交渉開始等を求める署名にも取り組みます。主な取り組みをご紹介します。

       夏の平和の取り組み

虹のひろば
■日　時：2014 年 8 月 5 日（火）
　　　　　13:10 ～ 16:10（開場 12:30）
■会　場：広島県立総合体育館 グリーンアリーナ

開　　場
「出店ブース」や「展示コーナー」を見ることが
できます。

虹のステージ
◆オープニング：『和☆ ROCK』
◆主催者挨拶
◆広島市長ご挨拶（予定）
◆リレーメッセージ
被爆者代表→組合員代表→ I PRAY
→大学生代表→子ども碑めぐりガイド
司会：玉田陽子さん

みんなのひろば
◆書道ガールズ：大書パフォーマンス
◆展示コーナー
　・被団協「ヒロシマ・ナガサキ原爆と人間」パネル展
　・今年 60 周年を迎えるビキニ水爆実験に関
　　するパネル展、他
◆出店ブースコーナー
　　〜全国の生協や他団体の活動紹介〜
◆参加型コーナー
　・2020 ビジョン○×クイズ
　・書道でピースメッセージ
　・つながろう CO-OP アクション（震災復興応援）

合唱・フィナーレ
虹のひろば合唱団
♪「花は咲く」「さくらよ」
　　　　　　　「地球のうた」「にじ」♪

▼

2014 ピースアクション in ヒロシマ
（主催 / 日本生協連・広島県生協連）
「継承と創造〜ヒロシマから平和な未来を築こう！〜」をテー
マに、8 月 4 〜 6 日までの 3 日間、全国の生協組合員が広
島に集い、虹のひろばへの参加や、碑めぐり、被爆の証言等、
平和について学びます。

プログラム（予定）

12:30 〜  
   13:10

時間

▼

13:10
〜 

14:45

▼

14:45
〜 

15:55

▼
15:55 〜  
  16:10

2014 市民平和行進
（主催：2014 市民平和行進広島県連絡会）
広島県内の市民６団体は、今から 35 年前の「折りづる平和
行進」以来、一貫して「戦争も核兵器もない平和な世界の実現」
をめざして、結束してきました。それは、核兵器がもつ非人
道性、違法性と、人類と共存できない「絶対悪」である核兵
器に未来は託せいないという強い意志によります。今年もそ
の思いを受け継ぎ、誰もが参加しやすい平和行進という形で
平和を訴えます。
＜ 2014 市民平和行進広島県連絡会 構成市民 6 団体＞
広島県原爆被害者団体協議会、広島県原爆被害者団体協議会、
広島県地域女性団体連絡協議会、広島県青年連合会、
広島ＹＭＣＡ、広島県生活協同組合連合会

　　　 日　　　時 　　 地　域  行進ルート　　
7 月 13 日

（日）
7 月 25 日

( 金 )
7 月 26 日

（土）
7 月 27 日

（日）
7 月 27 日

（日）

8 月 4 日
（月）

9:30 〜出発式
9:45 〜 10:40 行進
8:50 〜出発式
9:00 〜 9:35 行進
10:30 〜出発式
11:10 〜 12:10 行進
8:30 〜出発式
9:00 〜 10:15 行進
9:00 〜出発式
9:05 〜 9:45 行進
10:00 〜終結式
10:00 〜出発式
10:30 〜 11:20 行進
11:45 〜集結式

福山市

廿日市市

三次市

東広島市

因島市

広島市

福山城公園〜福山中央公園

さくらぴあ〜榎浦橋西詰〜
さくらぴあ
みよしまちづくりセンター〜
みよしまちづくりセンター
コープ東広島〜コープ東広島

因島総合支所〜労働会館

稲荷橋西詰〜平和公園

行進スケジュール

2013 市民平和行進
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事務局だより

福祉・介護委員会報告　組織委員会報告
地域活性化研究会報告　理事会報告

■
日
時  

２
０
１
４
年
４
月
11
日　

　
（
金
）
14
時
30
分
～
16
時

■
場
所  

広
島
県
生
協
連

　

３
階
会
議
室

■
出
席　

19
名
中
15
名
出
席

　
（
理
事
17
名
中
13
名
出
席
、
監
事

　

２
名
中
２
名
出
席
）

（
出
席
理
事
）
岡
村
、
高
田
、
難
波
、

盛
谷
、
岡
野
、
横
山
、
斉
藤
、
上
田
、

近
江
、
川
本
、
髙
橋
、
武
田
、
金
築

（
出
席
監
事
）
小
泉
、
花
田

（
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
）
堀

□
議
決
事
項

　

以
下
の
項
目
に
つ
い
て
資
料
に
基

づ
き
提
案
説
明
を
行
い
、
全
員
異
議

な
く
承
認
決
定
し
た
。

（
第
１
号
議
案
）
２
０
１
４
年
度
広

島
県
生
協
連
合
会
の
通
常
総
会
上
程

議
案
と
当
日
運
営
に
つ
い
て

（
第
２
号
議
案
）
通
常
総
会
各
上
程

議
案
に
つ
い
て

①
総
会
第
１
号
議
案　

　

２
０
１
３
年
度
活
動
報
告
な
ら
び

　

に
決
算
報
告
承
認
と
剰
余
金
処
分

　

案
承
認
の
件
に
つ
い
て

②
総
会
第
２
号
議
案　

　

２
０
１
４
年
度
活
動
方
針
な
ら
び

　

に
収
支
予
算
案
決
定
の
件
に
つ
い

　

て
③
総
会
第
３
号
議
案　

　

役
員
補
充
選
任
の
件
に
つ
い
て

④
総
会
第
４
号
議
案　

　

役
員
報
酬
決
定
の
件
に
つ
い
て

（
第
３
号
議
案
）
他
団
体
の
公
職
承

認
の
件
に
つ
い
て

①
広
島
県
医
療
安
全
推
進
協
議
会
委

　

員
の
委
嘱
に
つ
い
て

②
広
島
県
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
等

　

導
入
推
進
基
金
の
事
業
実
施
に
お

　

け
る
事
業
評
価
委
員
の
委
嘱
に
つ

　

い
て

③
広
島
県
労
働
者
福
祉
協
議
会
役
員

　

の
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
推
薦
に

　

つ
い
て
、

④
広
島
県
共
同
募
金
会
配
分
委
員
の

　

委
嘱
に
つ
い
て

□
協
議
・
報
告
事
項

　

各
事
項
に
つ
い
て
資
料
に
基
づ
き

提
案
説
明
を
行
い
、
協
議
の
結
果
、

全
事
項
に
つ
い
て
確
認
し
た
。

（
第
４
号
議
案
）

一
般
活
動
報
告
に
つ
い
て

①
２
０
１
４
ピ
ー
ス
ア
ク
シ
ョ
ン
in

　

ヒ
ロ
シ
マ
第
２
回
実
行
委
員
会
報

　

告
②
２
０
１
４
「
戦
争
も
核
兵
器
も
な

　

い
平
和
な
世
界
を
」
市
民
の
集
い

　

実
行
委
員
会
の
進
捗
状
況
報
告
と

　

当
日
の
役
割
分
担
に
つ
い
て

③
地
域
活
性
化
研
究
会
中
間
報
告

④
第
５
回
福
祉
・
介
護
委
員
会
報
告

　

及
び
広
島
県
介
護
保
険
課
と
の
懇

　

談
会
報
告

⑤
初
級
職
員
研
修
会
報
告

⑥
審
議
会
報
告
（
広
島
県
消
費
生
活

　

審
議
会
報
告
）

第
６
回
理
事
会
報
告

第 6 回地域活性化研究会報告
開催日：2014 年 5 月 28 日（水）
会　場：広島県生協連　3 階会議室
出席（敬称略）：国本広島市佐伯区長、佐田尾中国新聞社論説副
主幹、佐々木修大准教授、丸山リエゾン地域福祉研究所代表、尾
崎日本生協連福祉担当、岡崎生協ひろしま福祉事業部長、本浦広
島医療生協福祉部長、高田広島県生協連専務理事、上田広島県生
協連理事、福島広島県生協連事務局長

【主な内容】
　地域活性化研究会は昨年 9 月に設置し、2013 年度は調査活動
中心に開催してきた。後半に向けて、今までの活動を振り返り、
現状認識、問題意識を出し合い整理した。
2014 年度は、学識者の助言や実践事例視察から、生協の地域活
性化への関わり方と広島県で実行可能な実践モデルの提言を目的
に研究を進める。ポイントとしては、
(1) 生協が持つ社会的資源の有効活用と、これから生協がチャレ
ンジすべき事業と活動の領域と展開について研究する。
(2) 今まで調査した先進事例と情報提供をどう生かすか。また、
地域で発生している日常生活問題をどう整理するかを研究する。
(3) 普及学習活動と問題提起方法をどうするのか研究する。
次回研究会は、生協が積極的に地域と関わり、地域に大きく貢献
している先進事例の研究として、コープおきなわの担当者をお招
きし、地域の活性化と商品による地域産業の健全化モデルを研究
する。

第 6 回福祉・介護委員会報告
開催日：2014 年 5 月 29 日（木）
会　場：広島県生協連 3 階会議室
出席（敬称略）：盛谷、大野（広島中央保健生協）、斉藤、本浦、
山本（広島医療生協）、岡崎、西谷（生協ひろしま）、高田、福島、
為政（広島県生協連）

【主な内容】
　2015 年介護保険制度改訂と新しい地域支援事業に関して、今
後どのように活動を進めていくのか協議を行い、①介護保険制度
改定の内容理解する学習会を 9 月 8 日に実施、②市区町村別の生
協の地域資源と背景一覧表の作成、③市町訪問を行うことを決め
た。市町訪問の目的は、利用者・地域住民の権利が保証されるよ
うに市町の責任で適正に事業を組み立てるように要請すること。
生協が持つ地域資源を市町にアピールし、生協に対する認知度・
理解度を高めること。市町の新しい地域支援事業計画の情報収集。
を目的に訪問活動を行う。地域別に主幹生協を決定し、8 月には
各市町と訪問日を決定することとした。

第 6 回組織委員会報告
開催日：2014 年 4 月 4 日（金）
会　場：広島県生協連 3 階会議室
出席（敬称略）：佃（広島県学校生協）、檀浦（広島県高校生協）、
上田順子、戸田、森畠（生協ひろしま）、藤原（広島中央保健
生協）、越智（日立造船因島生協）、宮澤（福山医療生協）、高田、
福島、為政（広島県生協連）

【主な内容】
　2014 年度の平和の取り組みに関して協議した。①ピースア
クション in ヒロシマ（虹のひろばの構成について）、②子ど
も碑めぐりガイド・ヒロシマ遺跡めぐりガイド養成について、

③ 2014「戦争も核兵器もない平和な世界を」市民の集いにつ
いて、④ 2014 市民平和行進について、⑤ 2015 ＮＰＴ再検討
会議の成功に向けて協議を行った。
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日々のことから
広島中央保健生協理事長
消費者ネット広島理事長

吉富啓一郎                                                                           
よしとみ　けいいちろう

1938 年 5 月 5 日生　長崎県
九州大学大学院教育学研究科　博士
課程中退。九州大学・高知大学・県
立広島女子大学・龍谷大学を歴任、
県立広島女子大学名誉教授

　
「
平
和
意
識
の
核
心
」
は
「
戦
争

に
対
す
る
想
像
力
を
育
む
こ
と
」
で

あ
る
（
歴
史
学
者
・
吉
田
裕
氏
の
主

張
）。
私
も
そ
う
考
え
る
一
人
で
す
。

こ
の
「
想
像
力
」
は
、
①
人
と
人
が

殺
し
殺
さ
れ
る
関
係
性
の
中
に
投
げ

込
ま
れ
る
過
酷
な
現
実
に
対
す
る
想

像
力
、
②
軍
事
上
の
必
要
性
を
理
由

に
し
て
一
般
市
民
の
殺
害
が
正
当
化

さ
れ
て
い
く
戦
場
の
現
実
に
対
す
る

想
像
力
を
意
味
し
て
い
ま
す
。
私
は

日
ご
ろ
「
ア
ニ
メ
や
マ
ン
ガ
、
ゲ
ー

ム
の
擬
似
戦
争
体
験
」
に
取
り
囲
ま

れ
て
い
る
「
私
の
孫
た
ち
」
に
「
戦

争
体
験
を
継
承
し
て
い
く
こ
と
」
の

困
難
さ
を
痛
感
し
て
い
ま
す
。
こ

の
困
難
を
切
り
開
い
て
い
く
た
め
の

「
具
体
的
な
方
法
」
は
何
か
。

　
　
　
　
　
　

＊

　

こ
の
こ
と
に
応
え
る
に
は
、「
被

害
者
で
あ
る
と
同
時
に
加
害
者
で
も

あ
る
と
い
う
重
層
的
な
関
係
性
に
常

に
目
を
配
り
な
が
ら
」「
語
る
こ
と
」

（「
記
録
す
る
こ
と
」）
が
必
要
不
可

欠
で
す
。
そ
れ
に
最
も
ふ
さ
わ
し
い

の
は
「
兵
士
と
し
て
の
戦
争
体
験
」

で
す
。
し
か
し
、「
兵
士
と
し
て
の

戦
争
体
験
」
を
「
語
る
こ
と
」（「
記

録
す
る
こ
と
」）
は
容
易
な
ら
ざ
る

こ
と
と
思
わ
れ
ま
す
。
し
か
も
、
年

齢
的
に
も
語
る
者
が
い
な
く
な
り
つ

つ
あ
り
ま
す
。
で
あ
れ
ば
、「
聞
き

書
き
」
の
手
法
に
よ
っ
て
「
記
録
化
」

が
急
が
れ
ま
す
。
同
時
に
過
去
に
書

か
れ
た
「
手
記
」
を
「
収
集
」
し
、

子
ど
も
た
ち
に
「
伝
え
る
」
こ
と
で

す
。
こ
の
類
の
も
の
は
入
手
困
難
で

す
。

　
　
　
　
　
　

＊

　

と
こ
ろ
で
、
第
二
次
世
界
大
戦

の
犠
牲
者
（
概
数
）
は
、
世
界
中

で
６
０
０
０
万
人
、
ア
ジ
ア
で

２
０
０
０
万
人
、
日
本
で
３
１
０
万

人
（
う
ち
兵
員
２
３
０
万
人
、
一
般

市
民
80
万
人
）
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
現
憲
法
は
、
こ
の
よ
う
な
多
く

の
人
々
の
「
血
」
の
犠
牲
の
上
に
制

定
さ
れ
ま
し
た
。「
二
度
と
戦
争
を

し
な
い
」
と
。
今
、「
集
団
的
自
衛

権
の
行
使
容
認
」（「
日
本
を
戦
争
が

で
き
る
国
に
す
る
こ
と
」）
に
向
け

た
「
解
釈
改
憲
」
の
動
き
が
加
速
し

て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

＊

　

私
に
何
が
で
き
る
か
。
私
自
身

は
「
兵
士
と
し
て
の
戦
争
体
験
」
は

勿
論
な
い
。
伝
え
聞
い
た
こ
と
も
な

い
に
等
し
い
。
父
が
出
征
し
た
記
憶

も
確
か
で
な
い
。
た
だ
終
戦
に
な
っ

て
も
な
か
な
か
帰
還
し
な
い
父
を
母

が
心
配
し
て
い
た
こ
と
は
明
瞭
に
覚

え
て
い
ま
す
。
そ
れ
ほ
ど
母
の
心
配

が
大
き
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
と
推
察

さ
れ
ま
す
。
父
は
か
な
り
日
に
ち
が

た
っ
て
か
ら
帰
還
し
ま
し
た
。
橋
の

下
に
寝
た
と
言
っ
て
い
た
記
憶
が
あ

り
ま
す
。「
ど
こ
で
」「
何
を
し
た
か
」

父
か
ら
聞
く
機
会
が
な
か
っ
た
し
、

父
か
ら
積
極
的
に
語
る
こ
と
も
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

　

戦
死
し
た
親
族
は
父
方
に
２
人
い

ま
す
。
父
の
弟
（
海
軍
、
フ
イ
リ
ピ

ン
沖
で
撃
沈
）と
父
の
兄
の
３
男（
父

の
甥
、
戦
死
の
状
況
は
不
明
）。
母

方
に
は
戦
死
者
は
い
ま
せ
ん
。

　

既
に
述
べ
た
よ
う
に
、私
に
は「
兵

士
と
し
て
の
戦
争
体
験
」
は
あ
り
ま

せ
ん
。
あ
る
の
は
、
佐
世
保
市
へ
の

空
襲
、
Ｂ
29
の
爆
音
、
空
襲
警
報
の

サ
イ
レ
ン
、
停
電
（
消
灯
）、
防
空

頭
巾
、
防
空
壕
へ
の
避
難
等
で
す
。

　

父
か
ら
「
兵
士
と
し
て
の
戦
争
体

験
」
を
じ
っ
く
り
聞
い
て
お
け
ば
と

悔
や
ま
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
な
の
で
、
読
者

諸
氏
の
教
え
を
切
に
乞
う
次
第
で

す
。

平和とよりよき　　生活をめざして

【
編
集
室
か
ら
】

　

デ
ザ
イ
ナ
ー
と
し
て
広
島
市
の
広
告

代
理
店
に
入
社
し
て
、
初
め
て
の
大
き

な
仕
事
に
携
わ
っ
た
の
が
広
島
平
和
記

念
館
（
現
平
和
記
念
資
料
館
東
棟
）
の

核
兵
器
に
関
す
る
展
示
説
明
パ
ネ
ル
の

制
作
だ
っ
た
。
そ
の
中
で
原
爆
・
核
兵

器
に
関
す
る
多
く
の
こ
と
を
学
ん
だ
。

そ
し
て
、
数
年
を
経
ず
し
て
、
今
度
は

島
根
原
子
力
発
電
所
の
PR
ホ
ー
ル
の
展

示
パ
ネ
ル
の
デ
ザ
イ
ン
を
手
が
け
る
こ

と
に
。
そ
こ
で
は
、
資
源
を
持
た
な
い

日
本
に
と
っ
て
、
原
子
力
発
電
が
い
か

に
優
れ
た
も
の
で
あ
る
か
を
強
調
し
て

い
る
現
実
が
あ
っ
た
。　

　

そ
し
て
40
数
年
を
経
た
今
日
、
世
界

は
未
だ
核
兵
器
の
恐
怖
か
ら
抜
け
出
せ

な
い
ま
ま
…
。
一
部
の
国
は
，
国
民
を

飢
餓
に
苦
し
め
な
が
ら
“
核
武
装
”
へ

と
突
き
進
ん
で
い
る
。
ホ
モ
・
サ
ピ
エ

ン
ス
は
考
え
る
能
力
を
持
っ
て
い
る
は

ず
な
の
に
、
少
し
も
反
省
し
て
い
な
い

よ
う
だ
。
ま
た
大
震
災
は
、
原
子
力
の

危
険
性
を
世
界
中
に
知
ら
し
め
た
と
い

う
の
に
、
国
は
原
子
力
発
電
の
再
稼
働

に
向
け
て
突
き
進
む
。
ヒ
ロ
シ
マ
は
、

核
兵
器
と
核
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
恐
ろ
し
さ

を
声
を
上
げ
て
叫
び
続
け
る
。（
Y
）

「孫たち」に「戦争体験」を「伝えたい」
～諸氏の教えを乞う～
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